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日頃より、生産・調達活動に多大なご支援とご協力を賜りまして、心から御礼申し上げます。 
 ESG（環境、社会、ガバナンス）を重視した経営を行う企業が有望な投資対象となり、いまや地球環境への配

慮が企業の発展に直結するといわれています。また、環境負荷物質の管理が優秀なサプライチェーンへの参加企

業が高い評価を受け、その企業の製品がグローバル調達で優位に立つ状況にもなってまいりました。 
 当社は 1992 年に地球環境対策の取り組みを開始して以来、「環境ボランタリープラン」に基づき、環境負荷物

質・生産エネルギー・廃棄物の削減活動を継続しております。2008 年度からは海外のグループ会社へも安全・環

境の監査対象を広げました。これからも、世界に認められる企業グループであり続けることを目指します。  
 環境に優しい製品や技術開発を進めるために、お取引先の皆様に「グリーン調達ガイドライン」へのご協力を

いただいておりますが、前回の改訂から法令や環境負荷物質の範囲も変わってまいりましたので、この度、「グリ

ーン調達ガイドライン」を再度改訂することと致しました。 
 今後の法規改正の機会に対象物質の範囲などを改訂し、別途、連絡や追加をさせていただく予定でおります。  
 

ニッパツグループの「グリーン調達ガイドライン」に沿ってお取引いただけることが、お取引先様の製品の世

界展開へのパスポートともなれますよう、このガイドラインを充実させていく所存です。以上の趣旨をご理解い

ただき、本ガイドラインに基づく日頃の取り組みをお願い致します。 
 
 

                               日本発条株式会社                                 
取締役副社長執行役員、CFO 

購買本部長 

杉山 徹 

専務執行役員、技術本部長、CIO 

地球環境対策委員長 

佐伯 俊則 

 

2003 年 2 月 19 日 制定 

 

 

2018 年 10 月 26 日 改訂 6 版 

2019 年 10 月 01 日 改訂 7 版 

2020 年 12 月 22 日 改訂 8 版 

 

 

１．はじめに 
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＜企業理念＞ 
グローバルな視野に立ち 
常に新しい考え方と行動で 
企業の成長をめざすと共に 
魅力ある企業集団の実現を通じて 
豊かな社会の発展に貢献する 

 
 

＜地球環境行動指針＞ 
（１） 製品の設計・生産・廃棄にいたる全ての段階を通して環境保全に積極的に取り組みます。  

① 資材の有効利用の可能性を追求し、省資源・リサイクルに徹底して取り組みます。  
② 省エネルギーの目標を売上高エネルギー原単位で年率１％以上(注 1)の向上におき省エネルギーを推進

します。  
③ 生産活動においてゼロエミッションをめざし、廃棄物削減と省資源活動を推進します。 

  
（２） 地球環境問題に対する技術開発を推進し、環境保全に貢献します。 

  
（３） ニッパツグループとして環境問題に取り組むと共に、社会・地域の環境保全に積極的に取り組みます。  
 
 以上の企業理念と地球環境行動指針に基づき、ニッパツグループをあげて、地球環境を守るグリーン調達の 

実現を目指しています。  
 お取引先様におかれましては、「環境マネジメントシステムへの取り組み」と「環境負荷物質の管理」の２点を

重点として進めていただき、ニッパツグループのグリーン調達へのご協力をよろしくお願い致します。  
 
（注 1）省エネルギーの目標数値は、別途、中期計画として示しています。  
 
 
 
 

 

 
製品の設計・生産・出荷・廃棄にいたる全ての段階を通して環境保全に取り組むために、「環境に配慮した企業から

環境負荷の少ない製品の調達」に努め、循環型社会の構築に寄与することを目的としています。  

 

 

 

２．当社の基本理念および地球環境行動指針 

 

３.グリーン調達の目的  
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（１）環境マネジメントシステムについて  

 ①当社に製品を納入されるお取引先様は、ISO14001 やエコアクション 21 などを参考に、環境マネジメント 

システムの維持・発展に努め、省エネルギー・省資源・ 納入品の成分管理・廃棄物の削減など、環境保全 

活動を継続的・積極的に進めてくださるようお願いいたします。  

 ②当社が定める一定規模以上のお取引先様につきましては、当社担当部署から、別途、環境マネジメント 

システム・環境負荷化学物質管理の状況について確認をさせていただきます。 

  
（２）環境負荷物質：REACH 規則対象物質、GADSL 収載物質などの管理について 

 ①当社に製品を納入されるお取引先様に応じて、その製品に含有される環境負荷物質について調査・報告を 

お願いいたします。調査対象物質や要求閾値などは、当社担当部署から別途、ご連絡をさせていただきます。 

環境負荷物質の管理につきましては、適切な管理基準(注 2)に沿って信頼できる運用が行われるようお願い 

致します。 

お取引先様に納入いただいている二次、三次以降のサプライヤー様につきましても調査対象へ入れていた 

だき、サプライチェーン全体での環境負荷物質低減にご協力をお願い致します。 

 ②本ガイドライン別紙１に記載されている環境負荷物質については、当社で使用禁止あるいは使用削減と 

する対象物質です。お取引先様が自社内で使用されている化学物質につきましても本ガイドラインを参照 

いただき、使用禁止や削減にご努力いただきますようお願い致します。  

 ③本ガイドライン別紙１に記載されている環境負荷物質については、今後の社会情勢、法令の改定に応じて 

改訂する場合があります。  

 ④当社のお客様からの要請や仕様、その他の事情により本ガイドラインの要求範囲を超える場合は、購買本 

部、技術本部、製品に関与する生産本部、事業本部および各工場より、お取引先様に別途ご連絡致します。 

 ⑤今まで不使用や非含有、削減済みと当社にご報告頂いた環境負荷物質について、お取引先様の再確認等に 

より使用や含有、規制値超過が確認された場合は、速やかに当社にご連絡いただくようお願い致します。 

 
  (注 2)適切な管理基準：方針や目標を定め、目標を達成・維持するために計画、実行、検討、改善のサイクルを 

繰り返す ISO9000 シリーズや ISO14000 シリーズに準じた管理体系をいいます。  

 

【お願い】 

  商社など直接製造をされないお取引先様は、当社への納入品の製造元に環境マネジメントシステムへの取り組み、環境負荷物質の管理につい

て、ご連絡およびご指導をお願い致します。  

 

 

 

 

 

 

４．お取引先様へのお願い  
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別紙 1 

 

製品を構成する部品・原材料において、性能や機能を出す目的で意図的に下記物質の使用を禁止する。

また、弊社納入部品への汚染や付着も禁止する。

No. 化合物名 CAS　No. 主要用途

1 アジ化ナトリウム 26628-22-8 爆薬(エアバッグ)

（別表１）
皮革、繊維の染色（肌に触れる織物、
皮革用途で指定の芳香族アミンが
30ppmを超えて発生するもの）

（別表２） 閾値を超える指定のアゾ染料

アゾ化合物 － 染料

3 アミン類 （別表３） ＬＬＣ(ロングライフクーラント)、防腐剤

4 臭素系難燃剤（樹脂、ゴム） （別表４） 難燃剤（樹脂、ゴム）

5 セレン及びその化合物 － ガラス、ＬＥＤ

6 ヒ素及びその化合物(半導体を除く) －
ガラス、ＬＥＤ、半導体、農薬、木材防
腐剤

7 有機スズ化合物 （別表５） 塗料、接着剤、充填剤

8 リン系難燃剤（樹脂、ゴム） （別表６） 難燃剤（樹脂、ゴム）

9 シアン及びその化合物 － 金属精錬、焼き入れ、めっき製造

10 オゾン層破壊物質 （別表７）
洗浄剤、発泡剤、、冷凍機・空調機器
の冷媒、農業用薫蒸剤

11 化審法　第一種特定化学物質 （別表８） 絶縁油、殺虫剤、難燃剤等

（別表１）

No. 化合物名 CAS　No.

1 クロロトルイジン

3165-93-3
6259-40-1
6259-42-3

2 アミノニトロトルエン －

3 ４－クロロアニリン 106-47-8
4 ジアミノアニソール 615-05-4

5 ３，３’－ジクロロベンジジン
91-94-1

612-83-9

6 ３，３’－ジメトキシベンジジン
119-90-4

20325-40-0

7 ３，３’－ジメチルベンジジン
119-93-7
612-82-8

8 ４，４’－チオジアニリン 139-65-1
9 ４－アミノアゾベンゼン 60-09-3

（別表２）

No. 化合物名 CAS　No.
1 ダイレクトブラウン９５ 16071-86-6
2 ダイレクトブルー６ 2602-46-2

【使用禁止物質】

2 アゾ染料
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（別表３）

No. 化合物名 CAS　No.
1 トリエタノールアミン 102-71-6
2 ２－（Ｎ－フェニルアミノ）ナフタレン  135-88-6
3 ３，４－ジメチルアニリン 95-64-7
4 ３－アミノフェノール 591-27-5
5  Ｎ－メチルアニリン 100-61-8
6 アニリン 62-53-3
7 ｍ－フェニレンジアミン 108-45-2
8 ｐ－フェニレンジアミン 106-50-3
9 ｏ－フェニレンジアミン 95-54-5

10 Ｎ，Ｎ’－ジキシリル－ｐ－フェニレンジアミ

ン
28726-30-9

11 Ｎ，Ｎ’－ジトリル－ｐ－フェニレンジアミン

620-91-7
15017-02-4
27417-40-9

12 ジメチルヒドラジン 57-14-7

13 ジフェニルヒドラジン

122-66-7
530-47-2
530-50-7

14 Ｎ－ニトロソジエタノールアミン 1116-54-7
15 ニトロソジプロピルアミン 621-64-7
16 ｐ－トルイジン 106-49-0
17 アトラジン 1912-24-9
18 エチレンイミン 151-56-4
19 カルバリル（ＮＡＣ） 63-25-2
20 カルボフラン 1563-66-2
21 フェノブカルブ（ＢＰＭＣ） 3766-81-2
22 プロピレンイミン 75-55-8

（別表４）

No. 化合物名 CAS　No.
1 ポリブロモジフェニルエーテル（PBDE) －

（別表５）

No. 化合物名 CAS　No.
1 トリブチルスズブロミド 1461-23-0
2 水素化トリフェニルスズ 892-20-6
3 臭化トリフェニルスズ 962-89-0
4 塩化トリフェニルスズ 639-58-7
5 水酸化トリフェニルスズ 76-87-9

（別表６）

No. 化合物名 CAS　No.
1 トリフェニルホスフェート 115-86-6



7 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

（別表７）

No. 化合物名 CAS　No.

1 特定フロン（CFC-11、CFC-12、
CFC-113、CFC-114、CFC-115） －

2 ハロン（ハロンｰ1211、ハロンｰ1301、ハ
ロンｰ2402） －

3
その他のＣＦＣ（CFC-13、CFC-111、
CFC-112、CFC-212、CFC-213、CFC-
214、CFC-215、CFC-216、CFC-217）

－

4 四塩化炭素 56-23-5
5 １，１，１－トリクロロエタン 71-55-6
6 ブロモジフルオロエタン （HBFC) 359-07-9
7 ブロモクロロメタン 74-97-5
8 臭化メチル 74-83-9

No. 化合物名 CAS　No. 主要用途

1 ポリ塩化ビフェニル（PCB）類 - 絶縁油等

2 ポリ塩化ナフタレン（塩素数が３以上の
ものに限る）

- 機械油等

3 ヘキサクロロベンゼン 118-74-1 殺虫剤等原料

4

１，２，３，４，１０，１０－ヘキサクロロ－
１，４，４ａ，５，８，８ａ－ヘキサヒドロ－
エキソ－１，４－エンド－５，８－ジメタノ
ナフタレン（別名アルドリン）

309-00-2 殺虫剤

5

１，２，３，４，１０，１０－ヘキサクロロ－
６，７－エポキシ－１，４，４ａ，５，６，
７，８，８ａ－オクタヒドロ－エキソ－１，
４－エンド－５，８－ジメタノナフタレン
（別名ディルドリン）

60-57-1 殺虫剤

6

１，２，３，４，１０，１０－ヘキサクロロ－
６，７－エポキシ－１，４，４ａ，５，６，
７，８，８ａ－オクタヒドロ－エンド－１，
４－エンド－５，８－ジメタノナフタレン
（別名エンドリン）

72-20-8 殺虫剤

7 １，１，１－トリクロロ－２，２－ビス（４－
クロロフェニル）エタン　（別名ＤＤＴ）

- 殺虫剤

（別表８）



8 
 

 

 

 

 

 

No. 化合物名 CAS　No. 主要用途

8

１，２，４，５，６，７，８，８－オクタクロロ
－２，３，３ａ，４，７，７ａ－ヘキサヒドロ
－４，７－メタノ－１Ｈ－インデン、１，
４，５，６，７，８，８－ヘプタクロロ－３
ａ，４，７，７ａ－テトラヒドロ－４，７－メ
タノ－１Ｈ－インデン及びこれらの類縁
化合物の混合物（別名クロルデン類又
はヘプタクロル）

- 白アリ駆除剤等

9 ビス（トリブチルスズ）＝オキシド 56-35-9 漁網防汚剤、船底塗料等

10

Ｎ，Ｎ’－ジトリル－パラ－フェニレンジ

アミン、Ｎ－トリル－Ｎ’－キシリル－パ

ラ－フェニレンジアミン又はＮ，Ｎ’－ジ

キシリル－パラ－フェニレンジアミン

-
ゴム老化防止剤、 スチレンブタジエンゴ

ム

11 ２，４，６－トリ－ターシャリ－ブチルフェ
ノール

732-26-3
酸化防止剤その他の調製添加剤（潤滑
油用又は燃料油用のものに限る。）、潤
滑油

12
ポリクロロ－２，２－ジメチル－３－メチ
リデンビシクロ［２．２．１］ヘプタン（別
名トキサフェン）

8001-35-2 殺虫剤、殺ダニ剤 （農業用及び畜産用)

13
ドデカクロロペンタシクロ［５．３．０．０
（２，６）．０（３，９）．０（４，８）］デカン
（別名マイレックス）

2385-85-5 樹脂、ゴム、塗料、紙、 織物、電気製品

等の難燃剤、 殺虫剤・殺蟻剤

14
２，２，２－トリクロロ－１，１－ビス（４－
クロロフェニル）エタノール（別名ケルセ
ン又はジコホル）

115-32-2 防ダニ剤

15 ヘキサクロロブタ－１，３－ジエン 87-68-3 溶媒

16
２－（２Ｈ－１，２，３－ベンゾトリアゾー
ル－２－イル）－４，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチ
ルフェノール

3846-71-7 紫外線吸収剤

17 ペルフルオロ（オクタン－１－スルホン
酸）（別名ＰＦＯＳ）又はその塩

- 撥水撥油剤 、界面活性剤

18 ペルフルオロ（オクタン－１－スルホニ
ル）＝フルオリド（別名ＰＦＯＳＦ）

307-35-7 PFOSの原料

19 ペンタクロロベンゼン 608-93-5 農薬、副生成物

20
ｒ－１，ｃ－２，ｔ－３，ｃ－４，ｔ－５，ｔ－６
－ヘキサクロロシクロヘキサン（別名α
－ヘキサクロロシクロヘキサン）

319-84-6 リンデンの副生成物

21
ｒ－１，ｔ－２，ｃ－３，ｔ－４，ｃ－５，ｔ－６
－ヘキサクロロシクロヘキサン（別名β
－ヘキサクロロシクロヘキサン）

319-85-7 リンデンの副生成物
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No. 化合物名 CAS　No. 主要用途

22
ｒ－１，ｃ－２，ｔ－３，ｃ－４，ｃ－５，ｔ－６
－ヘキサクロロシクロヘキサン（別名γ－
ヘキサクロロシクロヘキサン又はリンデン）

58-89-9 農薬、殺虫剤

23
デカクロロペンタシクロ［５．３．０．０（２，
６）．０（３，９）．０（４，８）］デカン－５－
オン（別名クロルデコン）

143-50-0 農薬、殺虫剤

24 ヘキサブロモビフェニル - 難燃剤

25
テトラブロモ（フェノキシベンゼン）（別名テト
ラブロモジフェニルエーテル）

- 難燃剤

26
ペンタブロモ（フェノキシベンゼン）（別名ペ
ンタブロモジフェニルエーテル）

- 難燃剤

27
ヘキサブロモ（フェノキシベンゼン）（別名ヘ
キサブロモジフェニルエーテル）

- 難燃剤

28
ヘプタブロモ（フェノキシベンゼン）（別名ヘ
プタブロモジフェニルエーテル）

- 難燃剤

29

６，７，８，９，１０，１０―ヘキサクロロ―
１，５，５ａ，６，９，９ａ―ヘキサヒドロ―
６，９―メタノ―２，４，３―ベンゾジオキサ
チエピン＝３―オキシド（別名エンドスル
ファン又はベンゾエピン）

115-29-7、
959-98-8 、
33213-65-9

農薬

30 ヘキサブロモシクロドデカン（HBCD) 3194-55-6
繊維用難燃処理薬剤、難燃性EPS用ビー
ズ、防炎生地・防炎カーテン

31
ペンタクロロフェノール又はその塩若しくは
エステル

87-76-3、87-
86-5、他

農薬、殺菌剤等

32

ポリ塩化直鎖パラフィン（炭素数が１０から
１３までのものであって、塩素の含有量が
全重量の４８パーセントを超えるものに限
る。）

－

潤滑油、切削油及び作動油、調整添加
剤（生地の防炎性）、樹脂用またはゴム用
の可塑剤、塗料（防水性且つ難燃性のも
のに限る）、接着剤及びシーリング用の充
填料、皮革用加脂剤

33
１・１´―オキシビス（２・３・４・５・６―ペン
タブロモベンゼン）（別名デカブロモジフェニ
ルエーテル）

1163-19-5

防炎性処理をした生地、調整添加剤（生
地、樹脂又はゴムの防炎性用）、接着剤
及びシーリング用の充填料、防炎性処理を
した床敷物、防炎性処理をしたカーテン、
防炎性処理をした旗及びのぼり
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※REACH 規則 SVHC 出典（ECHA＝欧州化学物質庁公開）：https://echa.europa.eu/candidate-list-table 

 

 

https://echa.europa.eu/candidate-list-table
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【REACH 規則 制限物質（Annex XVII）】 

制限物質は REACH 規則の付属書 XVII に記載されている物質を指し、製造又は輸入、或いは使用が制限されている。

扱う量に関係なく、その条件での使用が制限される。 

※REACH 規則 制限物質出典（ECHA 公開）：https://echa.europa.eu/substances-restricted-under-reach 

 
【GADSL】 

GADSL とは GASG において制定された自動車で使用される「要申告」、「禁止」の化学物質リストである。世界の自

動車メーカーは GADSL を基に化学物質を管理している。GADSL は下記リンクから入手出来る。 

※GADSL ： https://www.gadsl.org/ 
（GASG=Global Automotive Stakeholder Group 公開） 

 

【化審法】 

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律(日本)。第一種特定化学物質については製造又は輸入の許可（原則禁

止）、使用の制限、政令指定製品の輸入制限や第一種取扱事業者に対する基準適合義務及び表示義務等が規定され、基

本的に閾値はない。 

※化審法：経済産業省/政策一覧/安全・安心/化学物質管理/化学物質審査規制法（化審法） 

https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/kasinhou/index.html 

 

 

 
                       本件に関するお問い合わせは下記にお願い致します。 

                       日本発条株式会社 
                         購買本部購買部   TEL：045-786-7523 

                                                                 FAX：045-786-7573 

                         技術本部安全環境部 TEL：045-786-7520 

                                   FAX：045-786-7584 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://echa.europa.eu/substances-restricted-under-reach
https://www.gadsl.org/
https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/kasinhou/index.html
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別紙 2 

 

    日本発条株式会社 行 

 

     ニッパツグループ「グリーン調達ガイドライン」受領書 

 

      当社はニッパツグループ「グリーン調達ガイドライン」を受領してその趣旨を理解し、 

貴グループに納入する製品について同ガイドライン別紙１に記載された内容を順守するよう 

努めます。 

 

 

             年   月   日 

               住   所 ：                    

               会 社 名 ：                

               役 職 名 ：                    

               代 表 者 名：                    

 

 

      当社の環境負荷物質の担当窓口 

               担 当 部 署：                          

               担 当 者：                          

               連絡先電話：            FAX：            

               電子メール：                          

 

 

REACH 規則窓口が設けられている場合 

           REACH 規則担当部署：                            

           REACH 規則担当者 ：                             

           連絡先電話    ：             FAX：            

        REACH 規則担当電子メール：                            

※複数部必要なときはコピーしてご提出ください。 

 

 

 

社印 


